
謝

霊

運

『
金

剛

般

若
経

注

』

の
基
礎

的

研
究

(上

)

僧
肇
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『金
剛
経
註
』

一
巻
と
の
関
係
に
つ
い
て

鵜

飼

光

昌

一

は
じ
め
に

二

鳩
摩
羅
什
訳

『金
剛
般
若
経
』

三

僧
肇
撰

『金
剛
経
註
』

四

謝
霊
運
撰

『金
剛
般
若
経
注
』

五

『金
剛
般
若
経
』
僧
肇

・
謝
霊
運
注
文
対
照
表

(前
半
)

一

六
朝

の
東
晋
期
以
降
、
そ
の
多
く
が
官
僚
で
あ
り
ま
た
貴
族
で
も
あ

っ
た
当
時
の
文
人
た
ち
に
必
須
の
事
柄
と
し

て
求
め
ら
れ
た
の
は
、

官
僚

と
し
て
の
最
低
限
の
政
治
的
手
腕
を
別
に
す
れ
ば
、
優
美
繊
細
な
江
南
文
化
に
ふ
さ
わ
し

い
洗
練
さ
れ
た
高
度

の
文
学
的
芸
術
的
才

謝
霊
運

『金
岡
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

ご
コ
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三
二

能
と
豊

か
な
機
智
を
具
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た

一
方

で
は
永
嘉

の
乱
を
契
機
と
し
て
、
爆
発
的
と
も
言
う

べ
き
速
さ
で
社
会
の

上
下

に
浸
透
し
て
い
っ
た
外
来

の
宗
教
で
あ
る
仏
教

に
対
す
る
確

か
な
教
養
を
持

つ
こ
と
で
あ

っ
た
ど
い
え
よ
う
。

劉

宋
の
文
人
謝
霊
運

(三
八
五
～
四
三
三
年
)
は
、
政
治

の
大
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
な
か

っ
た
官
僚
と
し

て
の
行
動
に
は
見
る

べ
き
も
の
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
文
人
の
本
領
と
も
言
う

べ
き
詩
作
の
分
野
に
お
い
て
は
ま
き

に
卓
絶
し
た
才
能
を
持
ち
、
ま
た
当
時

の
流

行
の
思
想
で
あ

っ
た
仏
教
に
対
し
て
も
少
な
か
ら
ざ
る
貢
献
を
し
て
い
る
。
例
え
ば

『文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
数
々
の
佳
詩
は
そ
の

才
能

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
学
活
動
の
精
華
と
も
言
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
訳
文
等
が
必
ず
し

も
良
質
の
も

の
で
は
な
か

っ
た
北
本

『涅
槃
経
』
四
十
巻
を
治
定
し
て
南
本

『涅
槃
経
』
三
十
六
巻
を
作
り
上
げ
た
こ
と
は
そ
の
仏
学
重

視

の
姿
勢
の
現
わ
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
に
応
じ
て
謝
霊
運
研
究
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
そ
の
詩
を
中
心
と
し
て
多
く
の
論
考
が
著
わ
さ
れ
て
き
た

の
は
当
然
の
事
と
し

て
も
、
か
つ
て
は
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
そ
の

一
方

の
柱
と
も
言
う
べ
き
謝
霊
運
と
仏
教
の
交
渉

の
側
面
に
お

い
て
も
近
年
よ
り
深

い
研
究
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
両
者
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な
文
学
と
思
想
と
を
融
合
さ
せ
て
論
じ
た
優
れ
た
研
究
も
す
で
に
い
く

つ
か
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
謝
霊
運
の
仏
学
に
対
す
る
貢
献

の
側
面
を
研
究
す
る
う
え
に
お
い
て
そ
の

一
助
た
り
う
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
り
、
僧
肇
撰

と
伝

え
ら
れ
る

『金
剛
経
註
』

一
巻
と
謝
霊
運
の
著
わ
し
た

『金
剛
般
若
経
注
』
と
の
関
係
の
究
明
を
通
じ
て
、
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
謝
霊
運
の

『金
亂
般
若
経
注
』
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
思
想
解
明

に

一
資
料
を
提
供
す
る
こ
と

を
意

図
し
て
い
る
。



二

ま
ず

『金
剛
般
若
経
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
略
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
金
剛
般
若
経
』
は
、
詳
し
く
は

'『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
も
し
く
は

『能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
称
さ
れ
、
「金
剛
石
」

(ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド
)
あ
る
い
は

「
金
剛
杵
」
(雷
)
が

一
切

の
物
を
摧
断
す
る
よ
う
に
、
「般
若
波
羅
蜜
多
」
(智
慧
の
完
成
)
が
す
べ
て
の
執

著
や
煩
悩
を
断
ち
き
る
こ
と
を
説

い
た
経
典
で
あ

っ
て
、
数
あ
る
般
若
経
典
の
中
で
も

「空
」

の
思
想
の
精
粋
を
簡
潔

に
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
イ
ン
ド
本
国
を
は
じ
め
中
央
ア
ジ
ア

・
モ
ン
ゴ
ル

・
中
国

・
チ
ベ
ッ
ト

・
朝
鮮

・
日
本
等
の
各
地

に
お
い
て
盛
ん
に
愛
読
さ
れ
、

・
信
奉

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
典
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
曲
ハの
写
本
は
、
日
本

・
中
国

・
チ
ベ
ッ
ト

・
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン

・
ギ

ル
ギ

ッ
ト
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
翻
訳
に
つ
い
て
も
漢
訳
を
は
じ
め
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
語

・
コ
ー
タ

ン
語

・
ソ
グ
ト
語

・

モ
ン
ゴ
ル
語

・
満
州
語
の
諸
言
語
に
よ
る
訳
本
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
本
経
の
流
伝

の
広
さ
か
ら
見
て
も
大
乗
諸
経
中
の
屈
指

　ユ
　

の
経

曲
ハ
の

一
つ

に
数

え

ら

れ

る

で
あ

ろ

う

。

ヨ

、

,

'
こ

の

『
金

剛

般

若

経

』

に

お

い

て
説

か

れ

る

の

は

空

の
思

想

で
あ

る
。

そ

れ

は
、

一
切

事

物

に

お

い

て
、

他

に
依

拠

す

る

こ

と

な

く
自

　　

　

立
的

に
存
在
す
る
本
体
は
存
在
し
な

い
こ
と
を
さ
と
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
空
の
思
想
は

『金
剛
般
若
経
』
に
お
い

て
じ
ば
し
ば
次
の
よ
う
な
逆
接
的
な
表
現
と
な

っ
て
現
わ
れ
る
。

世
尊
の
問

い
。
「須
菩
提
よ
、
冖ど
う
思
う
か
。
も

し
人
が
三
千
世
界
を
満
た
す
ほ
ど
の
七
宝
に
よ

っ
て
如
来

に
布
施
し
た
な
ら
ば
、

こ
の
人
が
得
た
福
徳
は
多

い
で
あ
ろ
う
か
℃
」

薯

須
菩
提

の
答
え
。
「
世
尊
よ
、
そ
れ
は
は
な
は
だ
多

い
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と

い
え
ば
、
こ
の
福
徳
は
真
の
福
徳

で
は
な

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

三
三
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三
四

い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
如
来
は
福
徳
が
多

い
と
お
説
き
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
」

こ
の

「福
徳
は
福
徳
で
は
な
い
。
だ
か
ら
福
徳
で
あ
る
」
と
す
る
よ
う
な
自
己
否
定

の

一
見
矛
盾

に
満
ち
た
論
法
は
経
中

に
二
十
回
近
く

も
現

わ
れ
、
如
来

の
三
十
二
相

の
特
徴
や
経
典
の
言
葉
、
こ
の
う
え
な
く
正
し

い
さ
と
り
等
の
仏
教
徒
に
と

っ
て
極

め
て
重
要
だ
と
考
え

ら
れ

る
概
念
が
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
言
わ
ば
否
定
を
通
し
て
空
を
直
接
的
に
表
現
し
よ
う
と
い
う
方
法
な
の
で
あ

っ
て
、

右
に
挙
げ
た
例
で
い
え
ば
、
布
施
を
し
た
人
が
功
徳
を
積
ん
だ
と
思

っ
た
な
ら
ば
、
も
は
や
そ
れ
は
真

の
功
徳
で
は
な
い
こ
と
i

無

執
著

の
重
要
性

ー

を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
究
極

の
目
標

で
あ
る
智
慧

の
完
成

へ
と
導
く
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

『
金
剛
般
若
経
』
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
西
紀

一
五
〇
年
か
二
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
さ
姫

極
め
て
重
要

視
さ

れ
て
多
く
の
論
が
著
わ
さ
れ
た
。
無
著
菩
薩
造

『能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
頌
』

一
巻

(唐

義
浄
訳
)
、
天
親
菩
薩
造

『金

剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
三
巻

(元
魏

菩
提
流
支
訳
)
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
も
こ
の
経
典
は
非
常
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
山
東
省
の
泰
山
の
巨
大
な

一
枚
岩

に
金
剛
経

の

一
〇
四
三
字
を
刻

み

つ
け
た
経
石
峪
が
残

さ
れ
て
い
た
り
、
敦
煌
発
見
の
古
写
経
中
、

『法
華
経
』
写
本
に
次
ぐ
多
数
の
残
本
量
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
さ

し
か

ら
に
は
唐
代
禅
宗
六
祖
慧
能
が
こ
の
経
文
中
の

「応
に
住
す
る
所
無
く
し
て
、
而
も
其
の
心
を
生
ず
べ
し
」
の

一
文

に
よ

っ
て
豁
然
と
大

悟
し
た
と
の
伝
説
が
存
在
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
唐
初
に
は
こ
の
経
典

の
注
釈
書
を
著
わ
し
た
人
が
八
百
余
家
あ

っ
た

(楊
圭

「金
剛
般

　　
　

若
波

羅
蜜
経
旧
序
」)
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
も
、
こ
の
経
典
の
盛
行
ぶ
り
の

一
端
が
窺
わ
れ
よ
う
。

現
存

す
る
最
古

の
漢
訳
は
弘
始
四
年

(四
〇

一
)
に
訳
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳
の

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』

一
巻
で
あ
る
。

そ
の
後

、
元
魏
菩
提
流
支
、
南
朝
陳
の
真
諦
、
隋
達
摩
笈
多
、
唐
玄
奘
、
義
浄
に
よ

っ
て
改
め
て
漢
訳
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
最
も
人

口
に
膾
炙
し
、
中
国

・
日
本
に
お
け
る
仏
教
史
上
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
羅
什
訳
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
。
試
み
に



『昭
和
法
宝
目
録
』
第

一
巻

「
大
正
新
脩
大
蔵
経
勘
同
目
録
」

(二

一
三
頁
)
を
紐
解
く
と
、
こ
の
羅
什
訳

『金
剛
経
』

に
対
す
る
諸
注

(
5
)

釈
と
し
て
、
中
国

・
日
本
合
わ
せ
て
百
部
以
上
も
の
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
羅
什
訳
が
い
か
に
重
視
さ
れ
た
か
を

知
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

注(1
)

『金
剛
般
若
経
』
に
関
す
る
研
究

・
和
訳

・
注
釈
書
は
極
め
て
多
い
が
、
次
の
四
書
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

中
村
元

・
紀
野

一
義
訳
注

『般
若
心
経

・
金
剛
般
若
経
』
(岩
波
文
庫

一
九
六
〇
年
)

梶
芳
光
運

『金
剛
般
若
経
』
(大
蔵
出
版

仏
典
講
座
6

一
九
七
二
年
)

長
尾
雅
人

・
戸
崎
宏
正

『大
乗
仏
曲
パー

般
若
部
経
典
』
(中
央
公
論
社

一
九
七
三
年
)

平
井
俊
栄

『般
若
経
』
(筑
摩
書
房

仏
教
経
典
選
2

一
九
八
六
年
)

岩
波
文
庫
の

『般
若
心
経

・
金
剛
般
若
経
』
の
解
説
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典

・
漢
訳
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
お
よ
び
イ
ン
ド

・
中
国

・
日
本
の
諸
注
釈
に
つ
い
て
詳
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

(2
)

梶
山
雄

一
・
上
山
春
平

『空
の
論
理

〈中
観
〉』
(角
川
書
店

仏
教
の
思
想
3

一
九
六
九
年
)
梶
山
雄

一

『般
若
経

空
の
世

界
』
(中
公
新
書

一
九
七
六
年
)
参
照
。

(3
)

中
村
元
前
掲
書
解
題
二
〇
二
頁
参
照
。

(4
)

『金
剛
般
若
経
』
の
伝
承
お
よ
び
普
及
の
諸
相
に
つ
い
て
は
次
の
三
氏
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。

牧
田
諦
亮

「漢
訳
仏
典
伝
承
上
の
一
問
題
-

金
剛
般
若
経
の
冥
司
偈
に
つ
い
て

」
(『龍
谷
史
壇
』
56

・
57
合
冊
号

一
九
六
六

年
)
(後
に

『中
国
仏
教
史
研
究

第
二
』
第
四
章
所
収

大
東
出
版
社

一
九
八
四
年
)

平
野
顕
照

「刻
経
と
写
経

金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
を
中
心
と
し
て

」
(『大
谷
大
学
所
蔵
敦
煌
古
写
経
』
続

一
九
七
二
年
)

(後
に

『唐
代
文
学
と
佛
教
の
研
究
』
第
三
章
第
三
節
所
収

朋
友
書
店

一
九
七
八
年
)

平
井
有
慶

「金
剛
般
若
経
」
(牧
田
諦
亮

・
福
井
文
雅
編

『講
座
敦
煌
7

敦
煌
と
中
国
仏
教
』
1
敦
煌
仏
曲
ハと
中
国
仏
教

所
収

大

東
出
版
社

一
九
八
四
年
)

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

三
五
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三
六

(5
)

中
国

・
日
本
で
著
わ
さ
れ
た
諸
注
釈
に
つ
い
て
は
小
野
玄
妙

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
四
四
七
頁
以
下
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

三

さ
て
本
稿
に
お
い
て
最
初

に
取
り
上
げ

る
伝
僧
肇
撰

『金
剛
経
註
』

一
巻
は
、
羅
什
が
同
経
を
訳
出
し
て
か
ら
後

に
著
わ
さ
れ
た
最
初

の
注
釈
で
あ
る
と
さ
れ
、
『大
日
本
卍
続
蔵
経
』
第

一
輯
第
三
十
八
套
第
三
冊
に
、
晋

僧
肇
撰

『金
剛
経
註
』

一
巻

(内
題
の
旦
ハ名
は

『金

剛
般
若
波
羅
蜜
経
注
』)
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

し
か
し
根
本
資
料
と
す
べ
き
梁
の
慧
皎
の

『高
僧
伝
』
巻
六
僧
肇
伝

に
は
、
僧
肇
が
金
剛
経

に
注
し
た
と
い
う
記
事
は
見
え
ず
、
ま
た

　
　
　

現
存

す
る
最
古

の
し
か
も
信
頼
す

べ
き
経
録
で
あ
る
梁
の
僧
祐
の

『出
三
蔵
記
集
』
に
も
僧
肇
が
金
剛
経

に
注
し
た
事
実
を
示
す
記
事
は

な
く
、
ま
た

『歴
代
三
宝
紀
』
『開
元
釈
教
録
』
『隋
書
』
経
籍
志

『旧
唐
書
』
経
籍
志
な
ど
に
も
著
録
さ
れ
て
い
な

い
。
僧
肇
の
名
は
見

え
な

い
も
の
の
、
降

っ
て

『宋
史
』
巻
二
百
五
芸
文
志
四
に
、

僧
応
之

四
注
金
剛
経

一
巻

と
あ

り
、
入
宋
し
た
高
麗
沙
門
義
天

(
一
〇
五
五
～

=

〇

一
、
宋
の
仁
宗
か
ら
哲
宗
代
)
が
著
わ
し
た

『新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』

(義

天
録
)
巻
第

一
に
、



金
剛
磐

経
注

蕃

僧
肇

四
注

応
之
谿
)

と
記

さ
れ
て
い
る
の
と
対
照
す
れ
ば
、
僧
応
之
の
編
纂

に
か
か
る
所
謂

『
四
注
金
剛
経
』

に
僧
肇
の
注
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か

と
推
測
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な

い
。

一
方
日
本

に
お
い
て
は
僧
肇
単
注
の
金
剛
経
の
名
が
、
正
倉
院
文
書

の
天
平
勝
宝
六
年

(七
五
四
、
唐

の
玄
宗

、
天
宝
十
三
載
)
の

「経
疏
出
納
帳
」

に
、

　
　
　

注
金
剛
波
若
経

一
巻

肇
法
師

と
見

え
、
さ
ら
に
興
福
寺
沙
門
永
超
が
撰
し
た

『東
域
伝
灯
目
録
』
(永
超
録
)
(寛
治
八
年
、

一
〇
九
四
、
宋

の
哲
宗
、
紹
聖

一
年
)

に

も
僧
肇
注
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　り
　

註
金
剛
般
若
経

一
巻

姚
秦
沙
門
釈
僧
肇
撰

し
か
し
そ
の
後

の
肇
注
金
剛
経
が

い
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
詳
ら

か
に
し
え
な
か

っ
た
。

　ユ

次

に
肇
注
金
剛
経
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記
事
を
載
せ
る
と
こ
ろ
の
、
徳
川
時
代

の
天
台
沙
門
敬
雄

(正
徳
三
年
～
天
明
二
年

一
七

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

三
七



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

三
八

=
二
～

一
七
八
二
)
が
宝
暦
十
二
年

(
一
七
六
二
、
清
の
高
宗
、
乾
隆
二
十
七
年
)
に
著
わ
し
た
序
文

(敬
雄
刊
行

『肇
公
注
金
剛
経
』

の
巻
首
に
附
す
)
を
次
に
掲
げ
る
。

註
金
剛
経
序

金
龍
沙
門

敬
雄

撰

曩
昔
慈
覚
大
師
之
入
于
支
那
也
、
齎
持
晋
肇
公
注
金
剛
経
而
帰
、
秘
諸
名
山
、
光
明
不
照
世
也
、
殆
九
百
年
矣
、
頃
祖
芳
禅
人
持
来
告

日
、
是
乃
祖
請
来
之
本
、
予
偶
得
之
、
請
師
校
而
梓
之
、
使
見
聞
者
、
結
般
若
種
子
焉
、
予
受
而
読
、
半
乃
掩
巻
歎
日
、
夫
此
経
者
、

般
若
第
九
会
、
直
示
無
往
生
心
妙
旨
、
故
云
為
発
最
上
乗
者
説
、
葢

一
切
菩
薩
、
未
有
不
学
般
若
、
成
無
上
菩
提
者
、
故
弥
勒
天
親
無

著
功
徳
施
四
大
菩
薩
、
造
之
偈
論
、
讃
揚
弘
通
、
法
流
乎
支
那
、
羅
什
初
訳
肇
公
乃
注
、
従
時
厥
後
、
奉
為
日
課
者
亦
多
矣
、
且
黄
梅

印
心
、
曹
溪
悟
道
、
霊
瑞
之
著
、
注
疏
之
多
、
宜
莫
此
経
若
也
、
而
其
注
之
旧
、
肇
公
為
先
、
注
来
於
大
東
、
亦
此
注
為
先
、
而
発
諸

注
既
行
之
殿
者
、
豈
非
時
節
因
縁
乎
、
天
台
大
師
会
講
此
経
、
専
依
肇
公
、
猶
如
説
観
経
、
専
依
淨
影
也
、
故
今
毎
有
疑
誤
、
輒
依
天

台
疏
以
校
讎
焉
、
嗟
乎
、
斯
注
者
、
天
台
所
欽
用
、
慈
覚
所
請
来
、
文
古
義
幽
、
深
得
仏
意
、
且
投
好
略
機
、
実
苦
海
津
梁
、
迷
塗
司

南
也
、
梓
而
行
之
、
則
其
利
益
復
如
何
哉
、
故
随
喜
以
校
、
亦
願
後
之
読
此
注
者
、
因
指
得
月
、
悟
無
往
生
心
妙
旨
、
則
与
黄
梅
曹
溪
、

同

一
鼻
孔
出
気
、
不
必
紛
紛
更
従
事
於
後
世
異
説
、
而
移
以
為
博
也

宝
暦
十

二
壬
午
之
夏

(続
蔵
経
三
十
八
套
三
冊
二
〇
八
頁
右
上
)

事
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
敬
雄

の
言
に
従

っ
て

『金
剛
経
註
』
に
関
係
あ
る
事
柄
の
み
を
整
理
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

㈲

慈
覚
大
師
円
仁
が
入
唐
し
た
時
、
肇
公
注
金
剛
経
を
請
来
し
、
名
山

(比
叡
山
を
指
す
か
?
)

に
秘
し
、
九
百
年
の
間
、
人
に
知

ら
れ
る
事
が
な
か
っ
た
。



㊨

先
頃
、
祖
芳
禅
人
が
こ
の
書
を
手

に
入
れ
、
敬

雄
に
校
勘
と
上
梓
を
求
め
た
。

ω

こ
の
書
に
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
弥
勒

・
天
親

・
無
著

・
功
徳
施

の
四
菩
薩
の
偈
論
が
あ
る
が
、
中
国
に
東
流
し
て
は
鳩
摩
羅

什
が
初
め
て
漢
訳
し
、
次

い
で
僧
肇
が
注
し
た
。

こ
の
書
は
禅
宗
五
祖
の
弘
忍

〔黄
梅
〕
や
六
祖
慧
能

〔曹
溪

〕
に
重
視
さ
れ
、
そ

の
注
疏
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
古
さ
の
点
で
は
肇
公
注
を
も

っ
て
第

一
と
す
る
。

⑥

日
本

に
伝

っ
た
の
も
こ
の
注
が
最
初
で
あ
る
が
、
長
い
間
知
ら
れ
ず
、
多
く
の
注
疏
が
現
わ
れ
た
そ
の
最
後

に
発
見
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
観
経
を
説
く
の
に
浄
影
寺
慧
遠
の
疏
に
よ
る
が
ご
と
く
、
天
台
大
師
智
顎
は
こ
の
経
を
講
説
す
る
の
に
も

っ
ぱ
ら
肇
公

注
に
よ

っ
た
。
そ
こ
で
疑
問
や
誤
り
が
あ
る
た
び
ご
と
に
肇
公
注
を
天
台
の
疏

に
よ

っ
て
校
讎
し
、
上
梓
す
る
。

こ
の
序
文
に
記
さ
れ
た
記
事
を
踏
ま
え
て
小
野
玄
妙
編

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
四
五
八
頁
に
は
、
敬
雄
が
刊
行
し
た
僧
肇
撰
と
伝

え
ら
れ
る

『金
剛
経
註
』

一
巻
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

金
剛
経
註

①

〔書
名
、
具
名
〕
(日
)
K
on
-g
o
-k
y
o
-ch
u
°
(支
U

C
h
in
-k
a
n
g
-Ch
in
g
-Ch
u

°金
剛
般
若
経
注

②

〔巻
数
〕

一
巻

③

〔存
、
缺
〕
存
、
卍
続

一
・
三
八

・
三

④

〔著
者
、
生
存
年
代
〕
晋
僧
肇

(i

義
煕

一
〇

〉
°U
°
自
藤)
注
、
応
之
集

⑥

〔内
容
解
説
〕
字
句

の
意
義
を
明
し
、
並
に
本
文
に
つ
き
て
普
通
の
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
あ

っ
て
羅
什
訳
金
剛
経
に
対
す
る

註
疏
と
し
て
は
恐
ら
く

一
番
最
初
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
後
代

の
訓
註
に
見
る
が
如
く
本
文
が
分
節
等

に
分
段
さ
れ

て
居
な

い
。

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

三
九



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

四
〇

⑧

〔写
刊
の
年
代
〕
宝
暦

一
三
刊

⑨

〔現
所
蔵
者
、
図
書
館
書
庫
名
〕

(駒
大
)
(龍
大
、
二
四

一
二

・
=
ニ
ー

一
四
)

(谷
大
、
餘
大
、
三
四
〇

一
)

　

　

　

こ
の
う

ち
④

で

「
晋
僧
肇
注
、
応
之
集
」
と
あ
る
の
は
先
き
に
挙
げ
た

『義
天
録
』

の
tl≫II
事

(三
七
頁
)
に
基
づ
く

の
で
あ
ろ
う
が
、
敬

雄
の
拠

っ
た
原
本
が
は
た
し
て

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
言
う
よ
う
に
応
之
集
の

『
四
注
金
剛
経
』
で
あ
る
か
ど
う

か
は
今

の
と
こ
ろ
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
。

刊
本

は
⑨

に
挙
げ
ら
れ
た
他

に
も
佛
教
大
学
図
書
館
に
も

一
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
駒
沢
大
、
龍
谷
大
、
大
谷
大
、
佛
教
大
の
四
本
と

も
巻
首

に
は
い
ず
れ
も

「金
龍
沙
門
敬
雄
撰
」
の

「宝
暦
十
二
壬
午
之
夏
」
に
書
か
れ
た

「注
金
剛
経
序
」
が
附
さ
れ
て
あ
り
、
巻
末

の

刊
記

に
は

「宝
暦
十
三
癸
未
春

二
月
」
(
一
七
六
三
)
と
し
て
刊
行
年
月
と
と
も
に

「堀
川
通
仏
光
寺
下

ル
町

植
村
藤
右
衛
門
」
以
下

書
林
五
家
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
刷
り
の
時
期
は
別
に
し
て
も
同

一
の
刊
本
で
あ
ろ
う
。
若
干
の
相
違

に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

㈲

駒
沢
大
学
所
蔵
本

請
求
番
号

魯

一
二
八
。
外
題

「金
剛
経
注

全
」
(書
題
簽
)、
内
題

「金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」、
撰
訳
者

名

「姚
秦
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
訳

姚
秦
釈
僧
肇
注
」
。
二
十
六
丁
表
の
最
後
に

「宝
蔵
論

釈
僧
肇
著

全

一
冊
板
行
出
来
」
と

あ

り
、
巻
末
に
右

に
挙
げ
た
刊
記
が
あ
る
。

㈲

龍
谷
大
学
所
蔵
本

敬
雄
撰

『肇
公
注
金
剛
経
助
覧
』
と
二
冊
で

一
部
に
な

っ
て
い
る
。

ア

『金
剛
経
註
』

請
求
番
号

経
論
釈

一
〇
〇
ニ
ー

一
。
外
題

「肇
公
注
金
剛
経
」
(刷
題
簽
)、
内
題
、
㈲
に
同
じ
。
刊
記
あ

り
。

イ

敬
雄
撰

『肇
公
注
金
剛
経
助
覧
』

一
巻

請
求
番
号

経
論
釈

一
〇
〇

一
b
ー

一
。
『助
覧
』
は

『金
剛
経
註
』

の
再
注
釈
で

あ
る
。
外
題

「肇
公
注
金
剛
経
助
覧
」
(刷
題
簽
)、
内
題

「肇
公
注
金
剛
経
助
覧
」
、
撰
者

「後
学
沙
門

金
龍
敬
雄
纂
」。
序

に
、



ノ

ツ

ノ

ヲ

ス

シ

ノ

ニ

ス

ノ

ヲ

テ

ニ

ノ

タ

ナ
リ

「
今

茲

壬

午

秋

、

欲

レ
梓

二
此

注

一
、

一
番

校

勘

焉

、

又

応

三

一
三

子

請

一
、

講

二
此

経

疏

一
、

因

想

此

注

甚

簡

、

セ

ハ

ヲ

ク

ン

ク
ハ

ノ

ニ

ニ

テ

ノ

ヲ

シ

ヲ

ノ

ブ

若
孤
二
行

之

一、
則
初
機
多

滞

、
乃
正

依
二
智
者

疏

冖、
旁

採
二
諸
家

説

一、
以
補
二
苴

缺
漏

一、
題

日
二
注
金
剛

ト

経
序
覽

一
云
」
と
あ
る
。
刊
記
は
ア
と
同
じ
。

ω

大
谷
大
学
所
蔵
本

龍
大
本
と
同
じ
く

『肇
公
注
』
と

『助
覽
』
が
二
冊
で

一
部
に
な

っ
て
い
る
。

ア

『金
剛
経
註
』

請
求
番
号

内
餘
大
三
四
〇

一
-

一
。
外
題
、
㈲
の
ア
に
同
じ
。
内
題
、
㈲

・
㈲
の
ア
に
同
じ
。
巻
末
の
刊

記
な
し
。

イ

『助
覽
』

請
求
番
号

内
餘
大
三
四
〇
ニ
ー

一
。
外
題
、
㈲
の
イ
に
同
じ
。
内
題
、
㈲
の
イ
に
同
じ
。
巻
末

の
刊
記
は
㈲
の

イ
に
同
じ
。
刊
記
の
後
に

一
丁
半
に
わ
た

っ
て

「平
安
書
肆

興
文
閣
蔵
版
目
録
」
と
し
て
六
十
六
の
書
籍

の
目
録
が
附
さ
れ
て

お
り
、
金
剛
経
関
係

で
は
こ
の

『肇
公
注
金
剛
経
』
だ
け
で
は
な
く

『物
金
剛
経
繭
劭
調
輔
全

一
冊
』
『金
剛
経
六
祖
大
師
解
義

全
二
冊
』

『金
剛
経
川
老
註

全
三
冊
』
『金
剛
経
慧
浄
註

全
三
冊
』
な
ど
の
注
釈
書
が
同
時
に
出
版
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
解
る
。

④

佛
教
大
学
所
蔵
本

請
求
番
号

佛
書
三
九
八
。
打
付
外
題

「注
金
剛
経
」

(墨
書
)、
内
題
、
㈲

・
㈲
ア

・
㈲
ア
に
同
じ
。
㈲
か

ら
⑥
ま
で
の
四
書
の
う
ち
で
最
も
傷

み
が
は
げ
し
い
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
僧
肇

の
名
が
冠
さ
れ
て
い
く

つ
か
の
刊
本
が
残
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僧
肇
が

『金
剛
経
』
に
注
し
た

か
ど
う
か
ふ
ま
だ
現
存
の

『金
剛
経
註
』
が
は
た
し
て
僧
肇

の
撰
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
疑

い
が
持
た
れ
て

　
ね
　

　
お
　

　ぬ
　

い
る
の
で
あ

っ
て
、
湯
用
形
、
任
継
愈
、
鎌
田
茂
雄
の
諸
氏
は
当
該
書

の
存
在
に
言
及
せ
ず
、
塚
本
善
隆
氏
は

「仏
教
史
上
に
お
け
る
肇

　あ
　

論
の
意
義
」
に
お
い
て
、
『肇
論
』
の
外
に
僧
肇
撰
の
名

で
今
日

に
伝
わ

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

1

註
維
摩
詰
経
十
巻

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

四

一



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

四
二

2

百

論

序

3

長

阿

含

経

序

4

宝

蔵

論

一
巻

5

梵

網

経

序

6

金

剛

経

註

一
巻

7

法
華
経
翻
経
後
記

(法
華
経
伝
記
二
所
収
)

8

鳩
摩
羅
什
法
師
誄

の
八
書
を
挙
げ
、

1

『註
維
摩
』
・
2

「百
論
序
」
・
3

「長
阿
含
経
序
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
真
撰
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
後
、
4

『宝

蔵
論
』
以
下
は
僧
肇
の
も

の
と
は
認
め
難

い
と
し
、

『金
剛
経
註
』
が
僧
肇
の
真
撰
だ
と
は
し
て
い
な

い
。
同
じ
く
牧
田
諦
亮
氏
も

(16

)

「肇
論

の
流
伝

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
そ
の
真
撰
を
疑

っ
て
い
る
。

(6
)

『大
正
蔵
経
』
五
十
巻
三
六
五
頁
a
段
～
三
六
六
頁
a
段
。

(7
)

『大
正
蔵
経
』
五
十
五
巻

一
頁
～

=

四
頁
。

(8
)

『大
日
本
仏
教
全
書
』

一
巻
十
四
頁
上
段
。
ま
た

『大
正
蔵
経
』
五
十
五
巻

一
一
七
〇
頁
c
段
。

(9
)

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編
纂

『大
日
本
古
文
書
』
「正
倉
院
編
年
文
書
」
巻
之
三

六
四
七
頁

(
一
九
〇
二
年
刊
)
参
照

(石
田
茂
作

『写
経
よ
り
見
た
る

奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
〔東
洋
文
庫

一
九
三
〇
年
〕
の

「奈
良
朝
現
在

一
切
経
疏
目
録
」
よ
り
検
索
。

ま
た
こ
の

『奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
に
僧
肇
注
金
剛
経
の
記
載
が
あ
る
こ
と
は
、
後
掲
の
宇
井
論
文
に
よ
っ
て
知

っ
た
)。

ま
た
僧
肇
注
と
は
記
載
が
な
い
も
の
の

『金
剛
般
若
経
注
』
に
つ
い
て
の
記
録
が
同

『大
日
本
古
文
書
』
二
巻
七

=
二
頁
、
八
巻
九
六

・

=

五

・
一
二
三
頁
、
九
巻
四
四
三

・
四
四
四
頁
、
十
巻

一
四
六

・
一
四
八
頁
、
二
十
巻
三
〇
〇
頁
、
二
十

一
巻
四

・
六
二

・
四
二
〇
頁
、



二
十

二
巻

三

九

一
・
五

七

四
頁

に
見
え

る
。

(
10
)

『
大

日
本
仏

教
全

書

』

一
巻

四
〇
頁

上
段

。

(
11
)

鷲

尾

順

敬
著

『増

訂

再

版

、
日
本

仏

家

人
名

辞
書

』

(東

京

美
術

一
九

一
一
年

)

一
九

五
頁

か
ら
敬

雄

の
伝
を

引

く
。

(

)
内

は
筆

者

が

お
ぎ

な

っ
た
も

の
で
あ

る
。

キ

ヨ
ー

オ

ー

敬

雄

(
正
徳

三
年

～

天

明

二
年

、

一
七

=

二
～

一
七

八

二
、

清

の
聖
祖

康

煕

五
十

二
年

～

高
宗

乾

隆

四
十

七
年

)

(日

ケ
イ
イ
ウ

紀
)
二
三
七
三
～
二
四
四
二

〔天
台
宗
〕
武
蔵
足
立
吉
祥
寺
の
学
僧
な
り
、
敬
雄
、
字
は
韶
鳳
、
号
は
金
龍
道
人
、
別
号
瘤
道
人
、
道
楽
菴

主
人
と
云
ふ
、
又
南
無
三
宝
と
云
ふ
印
を
用
ふ
、
武
蔵
の
人
な
り
、
幼
に
し
て
出
家
し
、
比
叡
山
に
登
り
て
天
台
の
宗
養
を
学
び
、
後
東
国

に
遊
び
、
江
戸
浅
草
金
龍
山
に
寓
し
て
学
誉
高
く
、
時
人
呼
ひ
て
金
龍
道
人
と
云
ふ
、
遂
に
自
ら
号
と
な
す
、
寛
延
の
初
の
頃
常
野
の
地
方

に
遊
び
、

一
時
日
光
山
に
寓
す
、
宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
)、
三
十
歳
に
し
て
下
総
正
安
寺
の
法
席
を
董
し
、
幾
も
な
く
輪
王
寺
宮
公
啓
法

親
王
の
懇
命
に
よ
り
、
武
蔵
足
立
の
吉
祥
寺
に
転
し
、
学
誉
益
高
し
、
自
ら
書
斎
を
道
楽
菴
と
号
し
、
道
楽
菴
夜
話
を
作
る
、
明
和
六
年

(
一
七
七
〇
)
四
十
七
歳
に
し
て
寺
務
を
辞
し
、
四
方
に
浪
遊
す
、
畿
内
よ
り
長
崎
に
至
り
、
古
跡
霊
地
を
歴
訪
す
、
其
後
美
濃
安
八
の
善

学
院
に
閑
棲
し
て
学
徒
に
接
す
、
安
永
九
年
門
下
の
学
徒
相
謀
り
て
善
学
院
に
師
の
寿
碑
を
立
つ
、
藤
原
公
縄
寿
碑
銘
を
撰
し
て
師
に
贈
る
、

天
明
元
年
の
冬
微
疾
あ
り
、
翌
二
年
正
月
の
初
め
、
予
め
死
期
を
知
り
、
壁
問
に
淨
土
の
曼
陀
羅
を
掛
け
て
趺
坐
合
掌
し
、
正
月
八
日
晏
然

と
し
て
寂
す

(
一
七
八
二
)、
寿
七
十
な
り
、
師
平
素
気
象
磊
落
、
胸
襟
濶
達
に
し
て
細
行
に
拘
束
せ
す
、
真
言
宗
の
行
願
、
淨
土
宗
の
大

我
等
に
交
深
く
、
共
に
奇
僧
の
名
あ
り
き
、
著
作
天
台
霞
標
三
巻
、
註
金
剛
経
助
覽
、
老
子
玄
覽
、
雨
新
菴
詩
集
、
道
楽
菴
夜
話
、
各
二
巻
、

祗
材
詩
材
、
祗
林
聯
芳
、
各

一
巻
あ
り
、
〔寿
碑
銘
、
善
学
院
返
信
、
近
世
仏
家
著
作
目
録
稿
本
、
〕

(12
)

湯
用
形

『漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
上
冊
二
三
三
頁
～
二
三
六
頁

「僧
肇
伝
略
」
(中
華
書
局

一
九
八
三
年
)
。

(13
)

任
継
愈
主
編

『中
国
仏
教
史
』
第
二
巻
、
四
七
〇
頁
～
五
二
一
頁

(中
国
社
会
科
学
出
版
社

一
九
八
五
年
)
。

(14
)

鎌
田
茂
雄

『中
国
仏
教
史
』
第
二
巻
、
二
八
五
頁
～
二
九
五
頁

(東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
三
年
)。

(15
)

塚
本
善
隆

「仏
教
史
上
に
お
け
る
肇
論
の
意
義
」
(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編

『肇
論
研
究
』

一
四
六
頁

一
九
五
五
年
)。

(
16
)

牧
田
諦
亮

「肇
論
の
流
伝
に
つ
い
て
」
(『肇
論
研
究
』
二
七
五
頁
)
。

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

四
三



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

四
四

四

一
方
、
次
に
謝
霊
運
が

『金
剛
経
』

に
注
し
た
事
実
を
検
し
て
み
る
と
、
や
は
り

『宋
書
』
謝
霊
運
伝
等

の
根
本

と
な
る
資
料
に
は
そ

　レ
　

の
事
実
は
見
え
ず
、
は
る
か
に
降

っ
て
唐
代
の
李
儼
が
、
長
安
西
明
寺

の
釈
道
世

の
著
わ
し
た

『集
註
般
若
』
三
巻

の
た
め
に
書

い
た
序

文

「
金
剛
般
若
経
集
註
序
」
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

　

　

然
此
梵
本
至
秦
弘
始
、
有
羅
什
三
蔵
、
於
長
安
城
創
訳

一
本

…
…

兼
有
秦
世
羅
什

・
晋
室
謝
霊
運

・
隋
代
曇
環

・
皇
朝
慧
浄
法
師

等
、
並
器
業
韶
茂
博
雅
洽
聞
、
耽
味
茲
典
倶
為
注
釈
、
研
考
秘
蹟
咸
騁
異
義

(大
正
蔵
五
十
二
巻
二
六
〇
頁

a
段
)

ま
た
清
の
無
是
道
人
註
解
の

『金
剛
経
如
是
解
』

一
巻
に
附
さ
れ
た
性
琢

(
一
五
七
六
～

一
六
五
九
)
の
跋

に
謝
霊
運
の
名
が
見
え
る
。

　

　

所
見
金
剛
経
註
釈
、
種
類
非

一
、
中
有
釈
論
三
巻
、
乃
天
親
得
之
無
著
、
無
著
得
十
行
偈
於
日
光
定
中
、
出
定
而
授
者
、
嗣
後
謝
霊

　運

・
曇
磔

・
慧
淨
、
・
以
至
圭
峯

・
中
峯
、
各
有
発
明

…
…

主
般
若
堂
八
十
三
歳
老
僧
性
珠
和
南
謹
識

(続
蔵
経
三
十
九
套
三
冊
二

〇
五
頁
右
上
)

同
じ
く
清

の
仲
之
屏
彙
纂
の

『金
剛
経
註
正
訛
』

一
巻
に
附
さ
れ
た
、
徐
来
賓
の

「金
剛
経
註
正
譌
序
」

(康
煕
十

五
年

一
六
七
六
)

に
も
、

　

　

　

如
金
剛

一
経
自
鳩
摩
羅
什
訳
之
長
安

…
…

即
釋
義
自
謝
霊
運

・
曇
磔
註
後
、
越
今
数
十
百
家
、
行
世
者
、
惟
中
峰

・
圭
峰

・
長
水

三
家
言
耳

(続
蔵
経
三
十
九
套
四
冊
三
二
二
頁
右
下
)

と
あ

っ
て
、
唐
の
李
儼
、
清

の
性
珠
、
徐
来
賓
と
も
金
剛
経

の
注
釈
者
と
し
て
謝
霊
運
の
名
は
挙
げ
て
い
て
も
僧
肇

の
名
を
明
記
し
な
い

の
が
注
目
さ
れ
る
。

・

、



ま

た
近
代

の
研
究
で
は
葉
笑
雪
氏
が
そ
の
著

『謝
霊
運
詩
選
』
後
半
の

「謝
霊
運
伝
」

の
最
後
に
附
さ
れ
た
著
作
目
録
に
、

　あ
　

金
剛
般
若
経
注

見
文
選
注
及
広
弘
明
集
引
金
剛
経
集
注
序
、
已
佚
。

と
し

て
同
書
の
巻
末

の
注
記
に
文
選
李
善
注
所
載
の
佚
文

一
条
と
李
儼
の

「序
」
を
載
せ
る
も
の
の

『金
剛
般
若
経
注
』
自
体
は
散
逸
し

た
も

の
と
し
、
ま
た
楊
勇
氏
は
そ
の

「謝
霊
運
年
譜
」
の

「元
嘉
八
年
辛
未

(四
三

一
)
四
十
七
歳
」
の
項

に
、
『
涅
槃
経
』
の
再
治
、

　
む
　

『十

四
音
訓
敍
』
の
撰
述
と
と
も
に

「此
外
金
剛
般
若
経
注
、
亦
士
林
所
推
重
者
」
と
述

べ
、

『金
剛
般
若
経
注
』

の
存
在

に
言
及
し
て

い
る
。

さ
ら
に
顧
紹
柏
氏
は

『謝
霊
運
集
校
注
』

に
お
い
て

『金
剛
般
若
経
注
』

の
逸
文
二
条
を
挙
げ
、
同
書
の
制
作
を
、
謝
霊
運

の
三
回
の

京
師
滞
在

の
う
ち
、
第

二
回
目

の
元
嘉
三
年

(四
二
六
)
春
か
ら
同
五
年

(四
二
八
)
春
、
秘
書
監
、
侍
中
と
し
て
都
に
あ

っ
た
時
期
、

も
し

く
は
元
嘉
八
年

(四
三

一
)
会
稽
太
守
孟
顕
の
告
発
に
弁
明
す
る
た
め
急
ぎ
上
京
し
冬
ま
で
都
で
過
ご
し
た
時
期
の
い
ず
れ
か
で
は

　　
　

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

こ

の
よ
う

に
先
学

の
諸
家
の
研
究

に
お
い
て
は
、
謝
霊
運
が

『金
剛
般
若
経
』

に
注
し
た
こ
と
を
認
定
し
た
上
で
、

『文
選
』
李
善
注

に
残

さ
れ
た
逸
文
を
引
き
、
『金
剛
般
若
経
注
』
自
体
は
す
で
に
散
逸
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
す
る
の
が
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ

る
。

お
　

と
こ
ろ
が
仏
教
学

の
宇
井
伯
寿
氏
の

一
連

の
般
若
経
研
究
の
中

に

「金
剛
般
若
経
及
び
論
の
翻
訳
並
に
註
釈
」
と
題
す
る
論
文
が
あ
り
、

そ
れ
は
氏
が

「弥
勒
頌
世
親
釈

の
二
訳
と
無
著
論
の
現
存
の
二
本
」
を
研
究
す
る
た
め
の

「準
備
」

の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前

半
部
分
に
現
存
の
僧
肇
注
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
実
際
に
は
謝
霊
運
の
手
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
注
目
す
べ
き
見
解
が

述

べ
ら
れ
て
い
る
。

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

四
五



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
+
號

四
六

宇
井
論
文
の
論
証
方
法
は
次
の
よ
・つ
な
も
の
で
あ
る
.
宋
代
の
金
剛
経
注
釈
の

;

で
あ
る
曇
応
述

『金
剛
磐

波
羅
蜜
経
采
微

』
二

巻

(稟

高
宗
紹
興
二
年

=

三
二
)
(続
蔵
経
九
+
二
奎

冊
八
六
頁
右
)
お
よ
び
明
成
祖
蠡

洪
薑

刊

『金
糶

註
解
』
四

巻

(明

英
宗
正
統
三
年

西

三
八
)

(続
蔵
経
三
+
八
套
五
冊
四
二
二
頁
左
)
の
璽

自
か
ら
・
鼕

法
留

…
三

「謝
霊
運
日

…
」
「智
者
禅
師

(天
ムロ
蠶

)
日

・-
.・」
と
あ
る
注
文
を
そ
れ
ぞ
れ
僧
肇
二
+
三
条
、
謝
霊
運
+
五
条
・
天

台
蠶

+
四
条
を
抜
き

出
し
、
現
存
の
伝
僧
羲

『金
剛
経
註
』

一
巻

(続
蘿

三
+
八
套
一二
冊
二
〇
八
頁
右
)
お
よ
び
伝
天
台
智
韆

『金
剛
磐

経
疏
Σ

巻

(大
正
蔵
三
+
三
巻
七
五
頁
a
段
.
ま
た
続
蘿

三
+
八
套
五
冊
四
〇
九
頁
右
、
元

徐
行
善

『金
剛
疏
科
釈
』

蕃

を
も
参
照
)
の

該
当
箇
所
の
注
と
比
較
す
る
。

そ

の
結
果
、
『金
剛
経
采
微
』

お
よ
び

『金
剛
経
註
解
』
か
ら
抜
き
だ
し
た

「謝
霊
薔

…

-
」
と
あ
る
注
斈

五
条
は
・

三

の
文

字
の
相
違
を
除
い
て
は
す
べ
て
現
存
の
伝
僧
肇
撰
の

『金
剛
経
註
』

蕃

の
該
当
箇
所
に

薮

し
、
同
じ

く

『采
微
』
お
よ
び

『蘯

』

か
ら
抜
き
出
し
た

薹

法
師
日

・-
・.L
と
あ
る
注
文
二
+
三
条
は
こ
と
ご
と
く
現
存

の
伝
僧
肇
注

の
言

と

薮

せ
ず
・
さ
ら
に

「智
者

禅
師

日

.、
…
」
と
あ
る
注
斈

四
条
も
す

べ
て
現
存

の
伝
天
台
智
顕
撰

『金
剛
経
疏
』
と

薮

し
な
い
・
従

っ
て
次

の
よ
う
な
結
論
が

導
か
れ
る
。
「
…
…

此

の
如
き
事
実
か
ら
推
定
し
て

(
一
)
、
現
流
の
僧
肇
註
と
称
せ
ら
る
る
も
の
は
実
は
謝
霊
運

の
註
な
る
こ
と
、

(
二
)、
僧
肇
の
註
隠
既
に
散
逸
し
て
、
唯
断
片
の
み
知
ら
れ
て
其
全
体
は
現
今

に
て
は
見
ら
れ
な

い
こ
と
、

(
三
)、
現
今
天
台
大
師

の
疏
と
称
せ
ち

る
る
も
の
は
大
師

の
真
撰
の
疏
と
は
異
り
、
後
世
の
も
の
な
る

こ
と
、

(四
)
、
天
台
大
師

の
疏
も
散
逸
し
て
、
現
今
と
し
て
は
断
片

の
み
知
ら
る
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、

は
殆
ど
疑
な

い
所
で
あ
る
。
故
に
全
く
失
は
れ
た
と
思
は
れ
た
謝
霊
運
の
註
は
現
存
し
て
居

る
の
で
あ
り
・
又
何
人

か
の
疏
が
現
存
し
て



古
く

か
ぢ
之
を
天
台
大
師

の
著
と
誤

っ
て
居
た
め

で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う

に
宇
井
論
文

で
は
僧
肇

・
謝
霊
運

・
智
顎
あ
わ
せ
て
五
十

二
条
の
注
文
が
前
掲
の

『采
微
』
お
よ
び

『
註
解
』
二
書
よ
り
抽

出
さ

れ
て
論
文
に
箇
条
書
き
ざ
れ
、
お
そ
ら
く
氏
の
手
元
に
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
伝
僧
肇
撰

『金
剛
経
註
』
お
よ
び
伝
天
台
智
顕
撰

『金
剛
経
疏
』
と
比
較
さ
れ
た
結
果
、
前
記

の

(
一
)
か
ら

(四
)
ま
で
の
結
果
が
導
き
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宇
井
論
文

の
研
究

の
目
的
が

『金
剛
経
』
注
釈
に
お
け
る
弥
勒

・
無
著

・
世
親

の
三
大
論
師

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り

(そ
の

成
果

は
宇
井
伯
寿
著
大
乗
仏
教
研
究

一

『大
乗
仏
典
の
研
究
』
〔岩
波
書
店

一
九
六
三
年
〕
に
結
実
し
て
い
る
)、

こ
の

「金
剛
般
若
経

及
び
論

の
翻
訳
並

に
註
釈
」

の
論
文
は
あ
く
ま
で

「
そ
れ
に
対
す
る
準
備
に
外
な
ら
ぬ
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
事
と
も
関
係
し

・
よ
う

が
、
.
二
書
か
ら
抽
出
さ
れ
た
僧
肇

・
謝
霊
運

・
智
頻
の
注
文
五
十
二
条
は
論
文
に
示
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

こ
の
五
十
二
条
と
比

較
対

照
さ
れ
る
べ
き
相
手
で
あ
る
伝
僧
肇
撰

『金
剛
経
註
』
と
伝
天
台
智
顕
撰

『金
剛
経
疏
』
の
該
当
箇
所
が
論
文

に
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
読
者
に
と

っ
て
は

一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
判
断
で
き
ず
、
宇
井
論
文
の
説
の
当
否
を
検
証
す
べ
き
根
拠
が
提
示
さ
れ
て
い
な

い
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
以
下
、
宇
井
論
文
の
体
裁
に
な
ら

い
つ
つ
、
『金
剛
経
註
』

の
注
文
も
併
わ
せ
記
し
て
比
較
対
照
の
作
業
を
改

め
て
行
う
こ
と
に
し
た
い

(宇
井
論
文
で
は
同
時
に
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る
伝
天
台
智
顕
撰

『金
剛
経
疏
』
の
注
文
対
照
に
つ
い
て
は
当

面
の
目
的
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
)。

(17
)

李
儼
が
別
に
撰
し
た

「大
唐
故
翻
経
大
徳
益
州
多
宝
寺
道
因
法
師
碑
文
」
(『金
石
萃
編
』
巻
五
十
四
)
に
は
、
唐
の
高
宗
龍
朔
三
年

(六

六
三
)
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(18
)

葉
笑
雪

『謝
霊
運
詩
選
』
(上
海
古
籍
出
版
社

一
九
五
七
年
)

一
九

一
頁
。

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

四
七
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四
八

(19
)

楊
勇

「謝
霊
運
年
譜
」
(『饒
宗
頤
教
授
南
遊
贈
別
論
文
集
』

=
二
九
頁

香
港

一
九
七
〇
年
)。

(20
)

顧
紹
柏

『謝
霊
運
集
校
注
』
(中
州
古
籍
出
版
社

一
九
八
七
年
)
三
六
九
頁
参
照
。

(21
)

宇
井
伯
寿

「金
剛
般
若
経
及
び
論
の
翻
訳
並
に
註
釈
」

一
九
三

一
年
十
月
稿

(『宇
井
伯
寿
著
作
選
集
』
第
六
巻

一
六

一
頁

大
東
出

版
社

一
九
六
七
年
)
参
照
。

宇
井
論
文
の
存
在
は
、
荒
牧
典
俊
氏
の
論
文

「中
国
に
お
け
る
仏
教
受
容

『理
』
の
一
大
変
i

」
(大
阪
大
学
文
学
部

『日
本

語

.
日
本
文
化
研
究
論
集
』
第
4
号

一
九
八
八
年
)
の
指
摘
に
よ
っ
て
知
り
得
た
。
荒
牧
氏
は
同
論
文
に
お
い
て
、
古
代
的
な
帝
王
政
治

原
理
と
し
て
の

「理
」
が
、
郭
象

・
鳩
摩
羅
什

・
竺
道
生

・
謝
霊
運
を
経
て
中
世
的
な
実
践
哲
学
原
理
と
し
て
の

「
理
」
へ
と

一
大
変
し
、

北
朝
、
さ
ら
に
は
隋
唐
近
世

へ
と
展
開
す
る
道
す
じ
を
大
き
く
跡
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
荒
牧
氏
も
、
創
価
大
学

の
菅
野
博
史
氏
の
口
頭

に
よ
る
示
教
に
よ
っ
て
宇
井
論
文
の
存
在
を
知
り
得
た
旨
、
論
文
の
注
記
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。
荒
牧

・
菅
野
両
氏

の
学
恩
に
感
謝
し
た
い
。

五

宇
井
論
文
で
は

『采
微
』
と

『註
解
』
の
二
書
か
ら
の
引
用
に
よ

っ
て
考
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
注
文
の
抽
出
お
よ
び

比
較
対
照
に
使
用
す
る
書
籍
を
次
の
八
書
に
広
げ

る
こ
と
に
す
る
。

　　
　

A
晋

僧
肇
注

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
註
』

一
巻

〔金
剛
経
註
〕
(続
蔵
経
三
十
八
套
三
冊
二
〇
八
頁
右
上
)

　
お
　

B
宋

曇
応
述

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
采
微
』
二
巻

〔金
剛
経
采
微
〕
(続
蔵
経
九
十
二
套

一
冊
八
六
頁
右
上
)

　　
　

C
宋

楊
圭

・
潘
舜
龍
等
輯

『十
七
家
解
註
金
剛
経
』
四
巻

〔金
剛
経
十
七
家
注
〕
(明

万
暦
元
年

〔
一
五
七
三
〕
刊
本

京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所

松
本
文
庫
蔵
)

　お
　

D
明

成
祖

(太
宗
)
、朱
棣
集
注

『金
剛
経
集
注
』

一
巻

〔明
御
纂
本
金
剛
経
集
注
〕

(明

永
楽
二
十

一
年

〔
一
四
二
三
〕
内
府
刻



.本
影
印

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
四
年
)

　
め
　

E
明

成
祖

(太
宗
)
纂
輯
洪
蓮
重
刊

『金
剛
経
註
解
』
四
巻

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
(続
蔵
経
三
十
八
套
五
冊
四
二
二
頁
左
上
)

　
れ
　

F
明

韓
巌
集
解

程
衷
懋
補
注

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
補
註
』
二
巻

〔金
剛
経
補
註
〕
(続
蔵
経
九
十
二
套
三
冊
二
五
三
頁
左
上
)

　　
　

G
清

無
是
道
人
注
解

『金
剛
経
如
是
解
』

一
巻

〔金
剛
経
如
是
解
〕
(続
蔵
経
三
十
九
套
三
冊

一
八
五
頁
左
上
)

(29

)

H
清

存
吾
闡
説

・『金
剛
経
闡
説
』
二
巻

〔金
剛
経
闡
説
〕

(続
蔵
経
九
十
二
套
四
冊
四
〇
六
頁
右
上
)

作
業

の
手
順
な
ら
び
に
表
の
構
成
は
左

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

ω

B

〔金
剛
経
采
微
〕
お
よ
び
E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
か
ら
、
「肇
法
師

日

…
…
」
あ
る
い
は

「謝
霊
運

日

…
…
」
等
の
表
現

に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
僧
肇
と
謝
霊
運

の
注
文
を
す
べ
て
抜
き
出
す
。

②

ω

に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
注
文
に
対
応
す
る
部
分
を
A

〔金
剛
経
註
〕
に
求
め
、
A
の
注
文
と
ω
に
よ

っ
て
抽
出
さ
れ
た
B

・
E
と

の
注
文
を
比
較
対
照
す
る
。

㈹

そ
の
際
、
文
章
が
同
じ
部
分
が
あ
れ
ば
傍
線
で
示
し
、
そ
の
前
後
や
中
間
の
若
干
の

一
致
し
な
い
部
分

に
は

△
印
を
つ
け
、
注
意

を
喚
起
す
る

(し
か
し
文
章
が
全
く
異
な
る
場
合
に
は
△
印

で
示
す
事
は
し
な

い
)。

右
を
大
原
則
と
し
、
ω
～
⑨
ま
で
は
附
則

で
あ
る
。

ω

表

の
全
体
の
分
量
の
関
係
上
、
F

〔金
剛
経
補
注
〕
、
G

〔金
剛
経
如
是
解
〕、
H

〔金
剛
経
闡
説
〕
に
つ
い
て
は
僧
肇
の
言
を
抜

き
出
す
こ
と
を
せ
ず
、
謝
霊
運
の
言
の
み
を
取
り
出
し
、
同
じ
く
②
の
作
業
を
行
な
う
。

㈲

A

〔金
剛
経
註
〕
に
は
本
来
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
便
宜
の
た
め
に
梁

の
昭
明
太
子
が
作

っ
た
と
い
わ
れ
る

「三
十
二
分

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

.

四
九
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五
〇

分
目
」

に
従

い
、
「○
法
会
因
由
分
第

=

の
よ
う
に
分
節
を
示
し
た
。

⑥

分
節

の
す
ぐ
左
に
示
さ
れ
る
の
が
経
の
本
文

(経

の
本
文
は
A

〔金
剛
経
註
〕
所
載

の
も
の
に
従

っ
て
い
る
。
ま
た
注
に
関
係
あ

る
部
分
だ
け
で
、
金
剛
経

の
全
文
を
引
く
こ
と
は
し
て
い
な

い
)、
そ
の
左

に
通
し
番
号
を
附
し
て
な
ら

べ
ら

れ
て
い
る
の
が
注
文

で
あ
る
。
注
文
の
上
の

《

》
印
の
中
は
、
本
文
の
い
か
な
る
言
葉
に
注
し
た
の
か
を
筆
者
が
推
定
し
て
、
示
し
た
も
の
。

の

注
文

の
通
し
番
号
の
上
の
*
印
は
、
宇
井
論
文
で
す
で
に
引
か
れ
て
い
る
条
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

㈹

句
読
は
不
備
な
点
が
多
多
あ
る
も
の
の
、

一
応
、
続
蔵
経

の
も
の
に
従

っ
て
あ
る
。

⑨

検
索

の
便
の
た
め
、
注
文

に
は
す

べ
て
続
蔵
経
等
の
頁
数

・
行
数
を
示
し
た
。

『金
剛
般
若
経
』
僧
肇

・
謝
霊
運
注
文
対
照
表

(前
半
)

○
法
会
因
由
分
第

一

如
是1

《
如
是
》
仏
臨
泥
潭
時
、
侍
者
請
日
、

一
切
経
首
、

皆
致
何
等
、
仏
勅
阿
難
、
応
言
如
是
乃
至
時
衆
也
、
如
我
所
伝
、
如
仏
所
説
、

称
如
是
也

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二
〇
八
頁
左
下
五
行
)

ハ
　
　

*
2

《
如
是
》
肇
師
謂
、
如
是
者
、
信
順
之
辞
、
信
則
所
聞
之
理
会
、
順
則
師
資
之
道
成

B

〔金
剛
経
采
微
〕

(九
二
套

一
冊
八
七
頁

右
下

一
六
行
)

我
聞

-
・



-
3

《我
聞
》
若
従
佗
伝
聞
、
不
必
如
是
、
我
親
承
金

口
、
而
聞
事
非
謬
矣

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二
〇
八
頁
左
下
九
行
)

*
4

《我
聞
》
肇
師
云
、
明
出
経
者
親
承
聖
旨
、
無
伝
聞
之
謬

B

〔金
剛
経
采
微
〕

(九
二
套

一
冊
八
七
頁
左
上

=

行
)

一

5

《
一
》

謂
是
自
聞
当
理

以
不
自
不
当
聖

伝
之
何
為
、
言
則
当
理
、
理
亦
如
言
、
言
理
不
差
、
故
言

苞

A

釜

剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二
〇
八
頁
左
下

一
二
行
)

時

6

《
時
》

雖
日
当
理
、
容
不
得
時
、
若
不
得
時
、
何
能
悟
人
、
明
聖
不
盧
説
、
言
必
会
機
、
時
哉
之
説
也

A

〔金
剛
経
註
〕

(三

八
套
二
〇
八
頁
左
下

一
五
行
)

*
7

《
一
時
》
肇
法
師
日
、

一
時
者
、
説
此
般
若
時
也

E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕

(三
八
套
五
冊
四
二
六
頁
左
下
六
行
)

○
善
現
起
請
分
第
二

時
長
老
須
菩
提
、
在
大
衆
中
、
即
従
座
起
、
偏
袒
右
肩
、
右
膝
著
地
、
合
掌
恭
敬

　お
　

8

《
恭
敬
》
夫
神
鍾

[「神
鍾
」
疏
作

「鉅
鐘
」]
雖
朗
、
非
扣
而
不
鳴
、
聖
不
孤
応
、
影
響
唯
仁
、
師
尊
道

重
、
故
尅

[「尅
」
作

「克
」
]
敬
尽
恭
也

A

〔金
剛
経
註
〕
(三
八
套
二
〇
九
頁
右
下
七
行
)

*
9

《
合
掌
》
肇
師
云
、
請
法
之
相

B

〔金
剛
経
采
微
〕
(九
二
套

一
冊
八
九
頁
右
下

一
五
行
)

唯
然
世
尊
、
願
楽
欲
聞

10

《唯
然
》
翻

[「戒
」
疏
作

「誡
」]
謝
訓
、
敬
粛
傾
心

A

〔金
剛
経
註
〕
(三
八
套
三
冊
二
〇
九
頁
左
上

一
二
行
)

　

　

　

11

《唯
然
》
謝
公
云
、
慈
戒
許
説
、
敬
粛
傾
心

B

〔金
剛
経
采
微
〕
(九
二
套

一
冊
九
〇
頁
右
上
七
行
)

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

五

一



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

五
二

〇
大
乗
正
宗
分
第
三

〇
妙
行
無
住
分
第
四

復
次
須
菩
提
、
菩
薩
於
法
応
無
所
住
、
行
於
布
施
、
所
謂
不
住
色
布
施
、
不
住
声
香
味
触
法
布
施

12

《無
住

・
布
施
》
次
答
住
行
、
即
明
法
空
、
謂
法
弥
曠
、
略
挙
内
則
六
度
、
外
為
六
塵
、
内
外
諸
法
、
斯
皆
因
縁
無
性
、
因
縁
無
性
、

則
心
無
停
処
、
故
応
無
住
也
、
捨

心
無
怯
、
謂
之
布
施
、
無
相
可
存
、
何
怯
之
有
、
施
為
六
度
之
首
、
塵
為
法
生
之
基

[「基
」
疏
作

「
機
」]
、

二
法
皆
空
、
于
何
不
尽
、
既
得
法
空
、
解
明
行
立
、
無
復
退
失
、
故
言

住
也

A

〔金
剛
経

註
〕

(三
八
套
三
冊
二

一
〇
頁
右
上
三
行
)

　
　
　

13

《
布
施
》
肇
法
師
日
、
会
万
法
帰
于
自
己
者
、
其
惟
聖
人
乎

D

〔明
御
纂
本
金
剛
経
集
注
〕
(四
四
頁
三
行

)

須
菩
提
、
菩
薩
但
応
如
所
教
住

　

14

《
教
住
》
聖
言
無
謬
、
理
不
可
越
、
但
当
如
仏
所
教
而
安
心
也

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二

一
〇
頁

右
下
三
行
)

　

　

　

　

　

*
15

《教
住
》
謝
霊
運
日
、
聖
言
無
謬
、
理
不
可
越
、
但
当
如
仏
所
教
而
安
心
耳

E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕

(三
八
套
五
冊
四
三
四

頁
左
下

一
六
行
)

　

　

　

　

　

16

《
教
住
》
謝
霊
運
日
、
聖
言
無
謬
、
理
不
可
越
、
但
当
如
仏
所
教
而
安
心
耳

H

〔金
剛
経
闡
説
〕
(九
二
套

四
冊
四
〇
八
頁
右
下

九
行
)

○
如

理
実
見
分
第
五

〇
正
信
希
有
分
第
六

無
法
相
、
亦
無
非
法
相

-,

-

、、
.

・
-
…
-



,17

《
無
法
相
》
'
無
因
縁
法
相
、
亦
無
無
因
縁
之
非
法
相

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二

一
〇
頁
左
下

一
〇
行
)

　
あ
　

*
18

《無
法
相
》
肇
法
師
日
、
無
法
相
者
、
明
法
非
有
、
遣
著
有
心
也
、
亦
無
非
法
相
者
、
明
法
非
無
、
遣
著
無
心
也

E

〔金
剛
経
五

十
三
家
注
〕
(三
八
套
五
冊
四
三
六
頁
左
上
六
行
)

○
無
得
無
説
分
第
七

　
あ
　

　
な

19

《
非
法
》
非
法
則
不
有
、
非
非
法
拠
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二

=

頁
右
下
六
行
)

*
2・

《非
法
》
獸

灘

・
非
法
則
不
有
・
非
非
法
貼
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

E

〔金
剛
経
五
+
三
家
注
〕
(三
八
套
五
冊
四

三
七
頁
左
下
六
行
)

肌

《
非
法
》
難

・
非
法
則
不
有
・
非
劃

貼
不
鉦
{、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

G

〔金
剛
経
如
是
解
〕
(三
九
套
三
量

八
九
頁
左

下

一
〇
行
)

羽

《
非
法
》
齢

・
非
法
・
則
不
有
・
非
非
法
・
貼
不
無
、
有
無
並
無
、
理
之
極
也

H

〔金
剛
経
闡
説
〕
(九

二
套
四
冊
四
〇
八
頁

左
上

一
四
行
)

○
依
法
出
生
分
第
八

何
以
故
、
是
福
徳
即
非
福
徳
性
、
是
故
如
来
説
福
徳
多

餮

非
福
徳
性
》
福
籤

性
・
可
以
因
縁
増
多
・
多
則
鍬

・
劃

響

恥

A

〔金
剛
経
芭

(三
八
套
三
冊
二

二

頁
右
下

=
ハ

　
　

羨

《
非
福
徳
性
》
獸

飜

・
福
徳
無
性
・
可
以
因
縁
増
多
、
多
則
響

、
故
即
遣
之

E

〔金
剛
経
五
+
三
家
注
〕
(コ
一八
套
五
冊

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

五
三



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

五
四

四
三
八
頁
左
下

一
五
行
)

〇

一
相
無
相
分
第
九

須
菩
提
、
於
意
云
何
、
斯
陀
含
能
作
是
念
我
得
斯
陀
含
果
不
、
須
菩
提
言
、
不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
斯
陀
含
名

一
往
来
、
而
実
無
往
来
、

是
名
斯
陀
含
、

須
菩
提
、
於
意
云
何
、
阿
那
含
能
作
是
念
我
得
阿
那
含
果
不
、
須
菩
提
言
、
不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
阿
那
含
名
為
不
来
而
無
不
来
、
是

故
名
阿
那
含

25

《
一
往
来

・
無
往
来
》
注
文
な
し

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
一
=

一
頁
左
下
三
行
)

*
26

《
一
往
来

・
無
往
来
》
肇
師
云
、
証
無
為
果
、
不
見
往
来
相

B

〔金
剛
経
采
微
〕
(九
二
套

一
冊
九
五
頁
左
上
八
行
)

　

　
　

　

*
27

《
一
往
来

・
無
往
来
》
肇
法
師
日
、

一
往
来
者
、

一
生
天
上
、

一
生
人
中
、
便
得
涅
槃
丶
故
名

一
往
来
、
而
実
無
往
来
者
、
証
無
為

　

　

　

果
時
、
不
見
往
来
相
也

E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕

(三
八
套
五
冊
四
四

一
頁
右
下
九
行
)

須
菩
提
、
於
意
云
何
、
阿
羅
漢
能
作
是
念
我
得
阿
羅
漢
道
不
、
須
菩
提
言
、
不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
実
無
有
法
名
阿
羅
漢
、
世
尊
若
阿

羅
漢
作
是
念
我
得
阿
羅
漢
道
、
即
為
著
我
人
衆
生
寿
者

　

ハ

28

《
阿
羅
漢
》
阿
羅
漢
者
、
無
生
也
、
相
滅
生
尽
、
謂
之
無
生
、
若
計
念
則
見
我
人
、
起
相
受
生
、
非
謂
羅
漢
、
諸
果
類
亦
応
爾
、
但

随
義
異
明
耳

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套

二

一
一
頁
左
下

一
一
行
)

　

　

　

　

ム

　
あ
　
ム

*
29

《
阿
羅
漢
》
謝
霊
運
日
、
阿
羅
漢
者
、
無
生
也
、
相
滅
生
尽
、
謂
之
無
生
、
若
有
計
念
、
則
見
我
人
起
相
也

E

〔金
剛
経
五
十
三

家
注
〕

(三
八
套
五
冊
四
四
二
頁
右
上
三
行
)

以
須

菩
提
実
無
所
行
、
而
名
須
菩
提
是
楽
阿
蘭
那
行



　

30

《名
須
菩
提
是
楽
阿
蘭
那
行
》
得
名
不
盧
、
必
積

[「積
」
疏

「称
」
]
実
也

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二

一
二
頁
右
上
五

行
)

　

　

　

　

*
31

《名
須
菩
提
是
楽
阿
蘭
那
行
》
謝
公
云
、
得
名
不
盧
、
必
称
実
也

B

〔金
剛
経
采
微
〕
(九
二
套

一
冊
九
六
頁
右
下

一
二
行
)

○
荘
厳
浄
土
分
第
十

不
也
、
世
尊
、
何
以
故
、
荘
厳
仏
土
者
、
即
非
荘
厳
、
是
名
荘
厳

32

《
荘
厳
》
相
或

[「或
」
疏
作

「惑
」
]
必
土
穢
、
虚
明
則
国
浄

A

〔金
剛
経
註
〕
(三
八
套
三
冊
二

一
二
頁
右

上

一
二
行
)

*
33

《
荘
厳
》
肇
法
師
日
、
是
名
離
相
荘
厳
仏
土

E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
(三
八
套
五
冊
四
四
三
頁
左
下

一
七
行
)

○
無
為

福
勝
分
第
十

一

須
菩
提

、
如
恒
河
中
所
有
沙
数
、
如
是
沙
等
恒
河
、
於
意
云
何
、
是
諸
恒
河
沙
、
寧
為
多
不
、
須
菩
提
言
、
甚
多
、

世
尊
、
但
諸
恒
河
、

尚
多
無

数
、
何
況
其
沙
、
須
菩
提
、
我
今
実
言
告
汝
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
以
七
宝
満
爾
所
恒
河
沙
数
三
千
大
千

世
界
、
以
用
布
施
、

得
福
多

不
、
須
菩
提
言
、
甚
多
、
世
尊
、
仏
告
須
菩
提
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
於
此
経
中
、
乃
至
受
持
四
句
偈
等

、
為
他
人
説
、
而
此

福
徳
、

勝
前
福
徳

34

《
勝
前
福
徳
》
第
二
広
格

A

〔金
剛
経
註
〕

(三
八
套
三
冊
二

一
二
頁
右
下

一
一
行
)

(
36
)

*
35

《勝
前
福
徳
》
肇
法
師
日
、
良
由
施
福
是
染
、
況
溺
三
有

〈
三
有
、
謂
三
界
、
三
界
不
離
於
有
、
故
謂
之
三
有

〉
持
経
福
浄
、
超
昇

彼
岸
、
是
故
勝
也

E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕

(三
八
套
四
四
六
頁
右
上
七
行
)

(未
完
)

(22
)

続
蔵
本
刊
行
の
底
本
と
な
っ
た
蔵
経
書
院
旧
蔵
書
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
経
書
院
文
庫
と
し
て
一
括
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
続

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

五
五



佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號

五
六

蔵
本

『金
剛
経
註
』
の
底
本
も
当
然
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
京
大
図
書
館
の
蔵
経
書
院
文
庫
の
カ
ー
ド
ボ

ッ
ク
ス
を
検
し
た
が
、

当
該
書
の
カ
ー
ド
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
蔵
経
文
庫
は
す
べ
て
貴
重
書
扱
い
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
担
当
の
係
官
に
そ
の
金
剛

経
関
係
の
諸
書
が
置
か
れ
て
い
る
棚
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
が
、
『金
剛
経
註
』
は
蔵
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
推
測
に
し
か
す
ぎ

な
い
が
、
後
の
注

(31
)
に
記
す
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
敬
雄
が
撰
し
た

『肇
公
注
金
剛
経
助
覽
』
と
二
冊
で

一
部
に
な

っ
て
い
る
宝
暦

十
三
年
刊
の

『肇
公
注
金
剛
経
』
(例
え
ば
四
〇
～
四

一
頁
に
挙
げ
た
龍
谷
大
学
も
し
く
は
大
谷
大
学
所
蔵
本
等
)
を
底
本
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

『金
剛
経
註
』
に
限
ら
ず
続
蔵
経
の
底
本
に
つ
い
て
は
未
解
決
の
問
題
が
今
な
お
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
『昭
和
法
宝
目
録
』
第
三
巻
の

「建
仁
寺
両
足
院
蔵
書
目
録
」
(原
本
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
)
九
七
七
頁
b
段
に
は
、

「肇
注
金
剛
経

(写

有
注
記
)

一
」
と
あ
っ
て
写
本
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。

な
お
宝
暦
十
三
年
刊
本
に
は
い
ず
れ
も

「肇
公
注
金
剛
経
」
(刷
外
題
)
の
よ
う
に

「注
」
が
使
わ
れ
て

「註
」

の
字
は
使
用
さ
れ
て
い

な

い
が

、
謝

霊
運

の

「
注

」
と

区
別

す

る
た

め
、
便

宜
上

続
蔵

経

の
目
録

の
表

記

「
金
剛

経
註

」

1

に
従

っ
て
お
く

。

(23
)

巻
首
に
紹
興
壬
子

(
一
=
三

一)
の
年
号
を
持
つ
曇
応
の
敍
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

蔵
経
書
院
文
庫
に
写
本
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
請
求
番
号
は
蔵
1

5

・
コ
・
31
。
続
蔵
経
刊
行
の
た
め
に
他
の
刊
本
よ
り
書
写
さ
れ
た
ご

く
新
し
い
写
本
で
、
墨
書
の
上
に
朱
筆
で
校
正
が
書
き
入
れ
て
あ
る
。
続
蔵
本
で
は
何
も
t111II
載
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
原
写
本
の
上
巻

の
末
尾
に
は
朱
筆
の
×
印
で
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
が

左
街
録
主
管
教
門
公
事
圜
覚
院
住
持
妙
慧
弁
才
大
師
思
彦

捨
板

一
副
」
浄
教
院
住
持
伝
教
通
鑒
大
師
如
浄

捨
銭
書
字
」
乾
道
元
年

八
月
十
五
日

侍
者
比
丘

法
新

募
縁
開
板
」

の
刊
記
が
見
て
と
れ
、
乾
道
元
年

(
一
一
六
五
)
に
募
縁
開
板
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
じ
く
下
巻
の
末
尾
に
は

「右
街
僧
録
主
管
教
門
公
事
上
天
竺
住
持
伝
教
比
丘
若
訥
助
縁

一
十
五
千
省
」
ほ
か
十
五
名
の
助
縁
者
の
名
前

が
記
さ
れ
て
い
る
。

(24
)

『十
七
家
解
註
金
剛
経
』
の
呼
称
は

『京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
目
録
』
に
よ
る
。
松
本
文
庫
所
蔵
本

(請
求
番
号

松
本
文
庫

1
X
0
0
)
を
見
る
と
外
題
に
は

「金
剛
経
十
七
家
注
」
(書
題
簽
)
と
な

っ
て
お
り
、
十
七
家
注
が
世
称
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
巻

一

十
三
葉
裏
に
記
さ
れ
た
刊
記
は
次
の
と
お
り
。

此
経
全
部
共
計
二
百
二
十
五
葉
」
分
為
四
巻
以
成
書
式
大
字
楷
書
」
方
便
老
眼
外
心
経
節
要

一
部
附
」
茲
統
施
印
板
見
貯
三
山
南
台

后
」
浦
復
初
庵
十
方
有
縁
法
眷
或
求
」
印
者
聴
其
自
便
万
暦
元
年
題
記
」



巻
首
に
二
葉
の
絵
相
な
ら
び
に
青
除
災
金
剛
等
の
十
二
図
と
宋
の
紹
定
辛
卯

(
一
二
=
=

)
の
年
号
が
記
さ
れ
た
楊
圭
の
序
が
あ
る
。

(25
)

上
海
古
籍
出
版
社
の
影
印
本
の
解
題
は
次
の
通
り
。

《金
剛
経
集
注
》
、
原
有
南
宋
紹
定
楊
圭
十
七
家
釈
義
四
巻
、
後
演
為
五
十
三
家
注
四
巻
。
明
御
纂
本
塀
除
五
十
三
家
本
中
伝
為
梁
昭

明
太
子
所
作
三
十
二
分
分
目
、
略
減
注
者
数
家
、
而
益
以
三
十
余
種
経
文
或
注
文
、
哀
成

一
巻
。
清
黄
虞
稷

《
千
頃
堂
書
目
》
著
録
有
、

「
《太
祖
集
注
金
剛
経

一
巻
》
、
成
祖
御
製
序
。
」
考
本
書
成
祖
序
文
、
「朕
夙
欽
大
覚
、
仰
慕
真
如
、
間
閲
諸
編
、
選
其
至
精
至
要
經

旨
弗
違
者
、
重
加
纂
輯
、
特
命
鏝
梓
、
用
広
流
伝
。
」
可
知
此
書
為
成
祖
自
行
重
纂
。
明
太
祖
集
注
本
今
未
之
見
、
但
成
祖
男
有
永
楽

九
年
五
月
初

一
日
御
製
序

(見
清
都
嘔

《金
剛
経
輯
注
》
転
録
)
、
与
本
書
永
楽
二
十

一
年

(
一
四
二
三
)
四
月
十
七
日
序
大
異
、
且

超
前
十
余
年
、
或
其
即
是
専
為
太
祖
集
注
本
所
撰
、
而
本
書
則
是
将
太
祖
集
注
本

「重
加
纂
輯
」
而
成
的
修
訂
本
。

(26
)

巻
首
に
正
統
三
年

(
一
四
三
八
)
の
年
号
を
持
つ
洪
蓮
の
序
が
あ
る
。
本
書
は

『金
剛
経
五
十
三
家
注
』
と
世
称
さ
れ
る
。
京
大
図
書
館

蔵
経
書
院
文
庫
に
は
続
蔵
本
の
底
本
と
な
っ
た
刊
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
請
求
番
号
は
蔵
1

5

.
コ
.
6
。
外
題
は

「金
剛
経
註
解
」
(刷

題
簽
)
。
題
簽
の
下
部
に
双
行
で

「昭
慶
慧
空
経
房
印
造
流
通
」
と
あ
る
。
四
巻
の
巻
末

「跋
」
二
葉
裏
に
、
注

(23
>
の
場
合
と
同
じ
く

朱
筆
で
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
次
の
刊
記
が
見
て
と
れ
る
。

道
光
二
十
四
年
歳
次
甲
辰
季
夏
月

浄
業
弟
子
張
翰
屏
重
刊

聞
地
庵
比
丘
梅
嶼
校
正

同
治
十
三
年
歳
次
甲
戌
仲
冬
月

本
房
弟
子
翻
刻

板
存
浙
昭
慶
寺
慧
空
経
房
印
造

従
っ
て
続
蔵
本
の
底
本
は
同
治
十
三
年

(
一
八
七
四
)
の
翻
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
C

〔金
剛
経
十
七
家
注
〕
と
D

〔御
纂
本
金
剛
経
集
注
〕
と
E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
C
の
序
文
に

「
(楊
)
圭
捐
金
鏝
梓
、
以
広
法
施
云
」
と
あ
り
、
D
の
序
文
に

「
(成
祖
)
重
加
纂
輯
、
特
命
鏝
梓
、
用
広
流
伝
」
と
あ
り
、
ま
た
E
の
序

文
に

「
(洪
蓮
)
由
是
会
約
同
志
、
磬
捨
珍
資
、
命
工
重
刊
印
施
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
基
本
的
に
は
C
I

D
I

E
の
順
序
で

増
広
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
C
の
一
書
は
そ
の

「序
」
や

「科
儀
」
「十
七
家
解
註
金
剛
経
姓
号
目
録
」
ま
で
を
も
含
め
て
、

E
に
合
糅
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

一
方
D
も
ほ
ぼ
E
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
に
よ
り
、
後
の
対
照
表
で
は
E
に
よ
っ
て
C

.
D
を
代
表

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

五
七



佛

教
大

學
大

學

院
研
究

紀

要
通

巻
第

二
十

號

五

八

さ

せ

て
あ

っ
て
、

C

・
D

の
注
文

は

一
い
ち
挙
げ

て

い
な

い
。

し

か
し

C

か
ら

D

・
E

へ
行

く
過

程

で
、

謝
霊

運

の
注
文

を
例

に
取

れ
ば

、

C

に
は
な

い
数

条

が

D

・
E

に

は
加

え
ら

れ

て
お
り

、
ま

た

D
か
ら

E

へ
の
重

刊

の
過
程

に
お

い
て
も
注

文

の
扱

い
に
若

干

の
相
違

が
見

ら

れ

る
た

め
、
対

照
表

で
は
E

を
中

心

と
し

つ

つ
、

C

・
D

と
相
違

が

あ

る
場
合

に
は
そ

の
旨
注

記

で
示
す

こ

と

に
す

る
。

(
27
)

巻

首

に
明

の
熹
宗

天
啓

丙
寅

(
一
六

二
六
)

に
書

か
れ

た

「
汰
生

居
士

査
応

光
撰

」

の
序
文

が
附

さ

れ

て
い
る
。

(
28
)

巻

首

の
無

是

道

人

の

「自

述

」

に

は
年

号

は
な

い
が
、

無
是

道

人

の
自

述

の
次

に
は
別

の
序

が
あ

り
、

「
順

治

丁
酉
臘

八
日
攜
李

道

一
居

士
譚

貞

黙
槃
談

謹

撰
」

と
あ

っ
て
、
世

祖
順

治
十

四
年

(
一
六

五
七

)

の
年

号

が
見

え

る
。

(
29
)

巻

首

に
清

仁
宗

嘉
慶

二
十

一
年

(
一
八

ニ

ハ
)

の
年

号
が

記

さ
れ

た
存
吾

の
自

序

が
あ

る
。

(
30
)

『
注

維

摩

詰

経

』

巻

第

一
に
、

「肇

日
、
如

是
信

順

辞
、

夫

信
則

所

言

之
理

順
、

順

則
師

資

之
道

成

」

(
大
正

蔵

三
十

八

巻

三

二
八
頁

a

段

)
と

ほ
ぼ

同
文

の
注

が
存

在

す
る
。

対

照
表

の

2

の

『
采
微

』

の
注
文

で
は

「
肇

師
謂

…

…
」

と
な

っ
て
お
り
、

同

じ
く

4
や

11

の

『
采

微
』

の
注

文

で

は

「
肇

師

云

…
…
」

「
謝

公

云

…

…
」

と
な

っ
て

い
る

と

こ
ろ

か
ら
す

れ
ば
、

2
の
注

の

「
謂
」

の
語

は
他
書

か
ら
僧
肇

の

文

を
引

用
し

た

こ
と
を

示
す

の
か
も

し
れ

な

い
。

(
31
)

駒

沢

・
龍
谷

・
大
谷

・
佛

教
大

学

蔵
本

と
も

い
ず

れ

も

「
以

不
若

不

当

理
」

(
一
丁
裏

)

と
あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、
続
蔵

本

は

「
以
不

　

ヘ

リ

レ

自

不
当

理

」

に
作

り
、

「
若
」

を

「
自
」

に
改

め

て

い
る
。

そ

こ

で
敬

雄
撰

『肇

公
注

金
剛

経
助

覽
』

を
見

る

と

「若

字
疑

,
誤
,
、
応

レ
作

⊃

自

ノ
字

略
、

詩

ノ
小

雅

二
云
、

不

レ
自

,フ
セ
不

陣
ハ
射

フ
、

庶

民

不

瞬
ト
信

セ
」

(
二
丁
表

)

と
あ

り
、

『
詩

経
』

を
典

故

と
し

て

「
若

」
を

「
自

」

に

改

め

る

べ
き
こ

と
を
説

い
て
お

り
、
続

蔵
本

は
敬
雄

の
校

勘

を
尊
重

し

て
字

を
改

め
た

か

の
ご

と

く

で
あ
る
。

(
32
)

[

]

内

に
示

し

た

の

は
敬

雄

の

「
校

讎

」

の
語

で

あ

る
。
伝

天

台
智

顕

撰

『金

剛
般

若

経

疏
』

は
、

宇
井

論

文

に
お

い
て

『
金
剛

経

註

』
が

僧

肇
撰

で
は

な

い
と

さ

れ
た

よ
う

に
、

や

は
り
同

論
文

に
お

い
て
智
顎

の
真

撰

で

は
な

い
と
結
論

づ

け
ら

れ

て

い
る
。

こ

の
作
者

不

詳

の

『
金

剛
般

若

経
疏

』

に
は
、

伝
僧

肇

註

『
金
剛

経
註

』

の
文
章

が

こ

と
わ
り

な
く
地

の
文

と
し

て
随
所

に
引

用

さ
れ

て
お
り

、
例

え
ば

、

　

　

　

長

老

須
菩

提

是
対

揚

主
、

有

長

人
之

徳
夫

鉅
鐘

雖
朗

非
扣

不
鳴

、

聖
不

孤
應

影
響

唯
仁

須
菩

提
翻

空
生

、
亦

名
善

吉
、

或
云

東
方
青

龍

陀

仏
、

従
座

起
者

請
業

之
儀

、

即
事
請

道

側
身

避
席

、
袒

右
肩

者
隋

国
法

以

袒

為
敬

、
亦

示

弟

子
執

作
為

便

、
右

膝
著

地
屈

曲
伏
従

、

　

示
無
違
拒
之
貌
、
合
掌
歛
容
祇
粛
顕
師
尊
道
重
故
、
克
敬
尽
恭
専

一
之
至

(大
正
蔵
三
十
三
巻
七
六
頁
c
段
十
五
行
)

唯
然
下
受
旨
願
聞
、
翹
諱
許
説
敬
粛
傾
心
也
、
仏
告
下
第
二
広
答
爲
三

(大
正
蔵
三
十
三
巻
七
七
頁

a
段
八
行
)

の
前
の
二
つ
の
傍
線
部
分
は
対
照
表
の
注
文
8

(A
)
が
そ
の
ま
ま
引
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
の
傍
線
部
分
は
対
照
表
注
文
10

(A
)
が

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
敬
雄
は
こ
の
伝
天
台
大
師
撰

『金
剛
経
疏
』
に
よ
っ
て
、
伝
僧
肇
注

『金
剛
経
註
』
を
校
勘
し
て
い



る
。こ

の

『金
剛
般
若
経
疏
』
に
は
智
顎
特
有
の
釈
風
が
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
天
台
大
師
の
真
撰
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
す
る
意
見
が

強
い
よ
う
で
あ
る

(佐
藤
哲
英

『天
台
大
師
の
研
究

智
顎
の
著
作
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

』
四
〇
八
頁

〔百
華
苑

一
九
六

一

年
〕
参
照
)
。

(33
)

こ
の
注
文
は
C

〔金
剛
経
十
七
家
注
〕
な
ら
び
に
E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
に
は
存
在
し
な
い
。

(34
)

こ
の
注
文
は
C

〔金
剛
経
十
七
家
注
〕
に
は
な
い
。

(35
)

E

〔金
剛
経
五
十
三
家
注
〕
で
は
こ
の
注
文
の
後
の

「有
註
云

…
…
」
以
下
も
謝
霊
運
の
注
だ
と
し
て
い
る
が
、
C

〔金
剛
経
十
七
家

注
〕
の
該
当
箇
所

(二
巻
十
七
葉
裏
)
を
見
る
と
別
行
に
な

っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
霊
運
の
注
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

(36
)

〈

〉
内
は
続
蔵
経
で
は
割
注
に
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

(附
記
)
本
稿
は
日
本
中
国
学
会
第
四
十
三
回
大
会

(
一
九
九

一
年
十
月
二
十
日

神
戸
大
学
)
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
小
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
大
谷
大
学
特
別
研
修
員
梶
浦
晉
氏
に
種
々
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

謝
霊
運

『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究

(上
)

五
九


